
平成２７年度 相生学院高等学校 学校評価結果 

 

構造改革特別区域法等の基準により相生市が設置の認可を行った相生学院高等学校について、平成２７年度の学校運営全般の状況を同校

から提出された資料、現場の視察、相生市教育特区学校設置審議会の意見等を参考に市として評価を行いましたので、その結果を次のとお

り公表いたします。 

 評 価 の 視 点 評 価 評 価 コ メ ン ト 

 

 

評 

 

 

 

 

価 

 

 

 

 

項 

 

 

 

 

目 

各教科の状況 授業の状況 

特別支援教育の状況 

進路指導の状況 

 

 

 

 

 

良い 最近の生徒の動向においては、入学者より転（編）入生が多数となって

おり、多様化する生徒に対応できるような、教育課程の編成や、個々に応

じて学力の育成をめざした指導がなされている。 

 特別支援教育においては、発達障害や自閉症など、特別な支援が必要な

子どもたちに対しての支援が学校として必要である。富士コンピュータ株

式会社本社において、障害者支援事業の実施もみられることから、それら

のノウハウを学校の特別支援教育にも取り入れるなど、生徒へのアプロー

チ方法を工夫していただきたい。 

生徒の状況 生徒の人格的発達の状況 

生徒指導等の状況 

安全管理の状況 

学校に対する生徒・保護者の

意見・要望等の状況 

 

 

 

 

良い 学校の自己評価では、生徒指導の状況や生徒の人格発達の状況といった

各項目において概ね達成となっており、スクーリング時の、授業に真面目

に取り組む生徒や、休憩時間にグラウンドで溌剌と活動する姿、礼儀正し

く挨拶する姿からも、その様子が伝わってくる。 

生徒の健康管理については、通信制・単位制高等学校のために難しい状

況にはあるが、日々の学習支援やスクーリングを通じて生徒の心身の健康

確保に努めるとともに、生徒の出身学校への度重なる訪問や教育相談等で

心身ともに豊かな生徒づくりに励んでいただきたい。 



 

 

 

 

 

 安全管理においては、通学路は交通量の多い国道ではあるが、歩道が整

備されていないため、登下校の際には生徒自身が交通ルールを意識すると

ともに、部活動等の学校活動においても、引き続き配慮願いたい。 

学校管理運営

の状況 

組織運営等の状況 

教育目標と学校評価の状況 

設置者と学校の取組状況 

 

 

 

良い 組織運営等における教職員の状況については、生徒との対面を重要視し

た教育方針から、人員配置を手厚くしていることは評価できる。 

学校評価の状況においては、学校運営において重要な意見集約の場とな

る生徒及び保護者等の学校関係者評価が未実施であるため、今後、学校関

係者評価等を実施し、学校運営の改善を進めていただきたい。 

設置者と学校の取り組みの状況については、設置者の教育方針は明確で

あり、それに基づいた学校運営が行われているとともに、学校が課題とす

る事項の共通理解が図れているなど、連携した取り組みが行われている。 

学校・家庭・地

域の連携協力

の状況 

学校に関する情報公開の状況 

学校と保護者・地域住民等と

の連携協力の状況 

 

 

良い 活気ある生徒たちの声や姿は学校にとっても、地域にとっても活力とな

り、大きな財産といえる。また、「相学 News」などで、学校の情報を地域

や家庭へ広く発信することは、学校地域共に非常に意味のあることである

といえる。今後は、相生が生徒たちにとって、充実した学校生活が送れる

場となるよう、学校、家庭、地域、行政の相互連携を深めていただきたい。 

 さらに、保護者の意見集約は教育環境や学校づくり等へも大きな影響を

与えると考えられるため、保護者との関係を密なものとしながら、寄せら

れる意見・要望等を把握し、適切な対応に努めていただきたい。 

学校設置によ

る効果 

学校が設置されたことによる

経済効果 

良い テニス部を中心とした運動部の活躍により、相生学院高等学校が新聞等

のマスコミで大きく取り上げられることは、「相生市」の知名度が上がるこ



 とへも繋がっており、学校の相生市への貢献度は高いと評価できる。 

今後は、体験学習等を通じて地域との関わりを充実させ、学校設置によ

る地域経済の活性化に繋げていただきたい。 

市との連携協

力の状況 

市への現状報告及びセーフテ

ィネット対策の状況 

おおむ

ね満足 

学校評価等の資料やスクーリング中の学校訪問で、学校経営の方向性を

把握し、相生市教育特区学校設置審議会において、学校経営に関する事柄

について検討する等、相互理解は高まっている。 

従来からの課題の一つとなっているセーフティネットづくりにおいて、

新たな学校との連携体制を確立し、生徒及び保護者の学校への期待と信頼

を高めていただきたい。 

 

総

括 

・ 

課

題 

 相生市教育特区学校設置審議会での指摘事項が年次ごとに解決され、意欲的な学校づくりが行われているだけでなく、市等からの

指摘事項についても改善がみられており、堅実な取り組みは評価できる。 

今後は、積極的な情報発信などを行うことによって、「開かれた学校」として、地域との連携を密にし、地域に根付いた学校とし

て、さらなる発展と充実した学校運営を図るとともに、相生学院高等学校で学んだ生徒ひとりひとりが夢を実現できるべく今後も

きめ細かな指導・支援を継続していただきたい。 

評価項目については、「優れている」、「良い」、「おおむね満足」、「要改善」、「注意」の基準で評価しています。 


